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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水酸化カルシウムまたは水酸化カルシウムと水酸化マグネシウムの混合物に、カラギーナ
ンの六員環ガラクトース骨格に硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ
）がエカトリアル配座したカラギーナンの１種または２種以上を混合した粉末で、使用に
際し水で混練してなる消石灰系塗材組成物。
【請求項２】
水酸化カルシウムまたは水酸化カルシウムと水酸化マグネシウムの混合物に、カラギーナ
ンの六員環ガラクトース骨格に硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ
）がエカトリアル配座したカラギーナンの１種または２種以上を混合したもので、あらか
じめ水で混練してペースト状とした消石灰系塗材組成物。
【請求項３】
六員環ガラクトース骨格に硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ）が
エカトリアル配座したカラギーナンが、ラムダ（λ）カラギーナン、ミュー（μ）カラギ
ーナン、ニュー（ν）カラギーナン、クサイ（ξ）カラギーナン、パイ（π）カラギーナ
ン、またはシータ（θ）カラギーナンである請求項１項または請求項２に記載の消石灰系
塗材組成物。
【請求項４】
水酸化カルシウムまたは水酸化カルシウムと水酸化マグネシウムの混合物１００重量部に
対して所定のカラギーナンを０．１重量部～５．０重量部加えてなる請求項１、請求項２
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または請求項３に記載の消石灰系塗材組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は下地に対する付着性、作業性、耐水性を改善し、シックハウス症候群に配慮した
水酸化カルシウムまたは水酸化カルシウムと水酸化マグネシウムの混合物系（以下、消石
灰系と言う）塗材組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
消石灰系左官材料、すなわち漆喰は消石灰に糊として、つのまた、ふのり、銀杏草などの
天然海藻や、すさ等の繊維を加えて水で練ったものであり、古来より壁、屋根、塀等に鏝
などを用いて施工する建築材料である。
【０００３】
天然海藻は糊材として使用され、つのまた、ふのり、銀杏草などの特定の海藻を熱水で溶
解させたのち消石灰に添加し、加水して混練すると消石灰ペーストを増粘させ、作業性を
改善し、塗布後、空気中の炭酸ガスを固定化し、炭酸カルシウムを生成する際に硬化して
、下地に対する付着性、表面硬度、耐クラック性、耐水性などの性能を向上させる。
【０００４】
また最近では工事現場における人件費の節約、作業の効率化および品質の安定化に配慮し
て、予め基材、糊材、繊維などを混合した既調合型が好まれている。この際、糊材として
は上記天然海藻を蒸して乾燥し、粉末化して得られる粉つのまた、メチルセルロースやセ
ルロース誘導体などの水溶性粉末樹脂が使用されている。これら糊材はアルカリ領域でも
ゲル化することなく少量の添加で下地に対する付着性、保水性、作業性、表面硬度の増強
などに有効である。
【０００５】
一方、現在の住環境は、省力化・省コストの追求により合板や壁紙、樹脂系塗料が多く使
われている。その結果、ホルムアルデヒドをはじめとする揮発性有機溶剤が室内に揮散し
てシックハウス症候群を引き起こす要因となっている。このような状況下、自然素材の建
材、無機物質系のものが見直されている。特に漆喰等は厚塗りや立体模様仕上げによって
独特の重厚感と高級感が得られ、多様な意匠の表現が可能であることに加えて空気浄化性
、調湿性、防カビ性等の環境浄化機能を有することから「環境共生住宅」の建材と位置づ
けされている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記天然海藻はそのままでは使用できず、水に溶解して使用するが、冷水に不溶
であるため煮沸して溶解し、不溶解分を除去してから消石灰系に添加し、混水量を調整し
ながら作業に適した消石灰系ペーストを得ている。さらに煮沸しても不純物が多いため、
溶解性が低く、不溶解分の除去、特有な強い臭気、腐敗しやすいので保存できないなどの
問題がある。また、粉つのまたは天然海藻を乾燥し、粉末にしたもので不純物を多く含む
ため水に対する溶解性が低く、熱水抽出したつのまた糊を用いた場合と比較すると効果を
発現しにくい。
【０００７】
一方、メチルセルロースやセルロース誘導体などの水溶性粉末樹脂は、消石灰系ペースト
の保水性、増粘性に優れるものの粘着性が強すぎるため、鏝塗り作業時の鏝離れ性が悪く
なり、一定の厚さに平滑に塗布することが困難である。さらに塗布後の硬化体の耐水性、
例えば雨水による濡れ、乾燥の繰り返しにより下地界面と剥離、亀裂の発生などに難点が
あるので天然海藻を使用したものと比較して課題を抱えている。
【０００８】
本発明の目的は消石灰系左官材料として具備すべき性能を付与した塗材組成物を提供する
ことである。
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【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る消石灰系塗材組成物は、水酸化カルシウムまたは水酸化カルシウムと水酸化
マグネシウムの混合物に、カラギーナン（carrageenan）の六員環ガラクトース骨格に硫
酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ）がエカトリアル配座（equatori
al conformation）したカラギーナンの１種または２種以上を混合した粉末で、使用に際
し水で混練してなるもの、あるいは水酸化カルシウムまたは水酸化カルシウムと水酸化マ
グネシウムの混合物に、カラギーナンの六員環ガラクトース骨格に硫酸エステル基（－Ｏ
ＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ）がエカトリアル配座したカラギーナンの１種または
２種以上を混合したもので、あらかじめ水で混練してペースト状としたものである。六員
環ガラクトース骨格に硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ）がエカ
トリアル配座したカラギーナンとしては、ラムダ（λ）カラギーナン、ミュー（μ）カラ
ギーナン、ニュー（ν）カラギーナン、クサイ（ξ）カラギーナン、パイ（π）カラギー
ナン、またはシータ（θ）カラギーナンが挙げられる。以下、本発明について詳細に説明
する。
【００１０】
カラギーナンは紅藻類などの天然海藻から抽出し精製したガラクト硫酸エステルを主成分
とする分子量１０５程度の水溶性天然多糖類である。その分子構造の違いから、カッパ（
κ）カラギーナン、イオタ（ι）カラギーナン、ラムダ（λ）カラギーナン、ミュー（μ
）カラギーナン、ニュー（ν）カラギーナン、クサイ（ξ）カラギーナン、パイ（π）カ
ラギーナンが知られている。その他天然には存在しないがラムダ（λ）カラギーナンをア
ルカリ処理等して得られる、シータ（θ）カラギーナンがある。カッパ（κ）カラギーナ
ン、イオタ（ι）カラギーナン、ラムダ（λ）カラギーナンは量的に多く存在するので商
業上重要であるがその他は存在が知られている程度である。これら８種類のカラギーナン
の構造式を下記の式１（國崎直道・佐野征男著：株式会社幸書房発行「食品多糖類－乳化
・増粘・ゲル化の知識」２００１年１１月２５日初版第１刷：第１００頁より引用）に示
す。
【００１１】
【式１】
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【００１２】
カラギーナンの構造は、β－D－ガラクトースと、α－D－ガラクトースのβ－１，４結合
とα―１，３結合が交互に繰り返されたものである。各タイプの構造上の違いは、ガラク
トース骨格の六員環構造と、ガラクトース骨格に存在する硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－

）ならびに水酸基（－ＯＨ）の立体配座の違いによって分類される。
【００１３】
カラギーナン構造中のガラクトース骨格が取り得る六員環構造にはイス（Chair）型（C型
と略称）、ボート（Boat）型（B型と略称）、ツイストボート（Twist-boat、またはSkew-
boat）型（S型と略称）、半イス（Half-chair）型（H型と略称）があるが、全てのカラギ
ーナンはC型である。これを図示すると下記の式２（國崎直道・佐野征男著：株式会社幸
書房発行「食品多糖類－乳化・増粘・ゲル化の知識」２００１年１１月２５日初版第１刷
：第１０５頁より引用）の通りである。
【００１４】
【式２】

【００１５】
C型には式３（國崎直道・佐野征男著：株式会社幸書房発行「食品多糖類－乳化・増粘・
ゲル化の知識」２００１年１１月２５日初版第１刷：第１０５頁より引用）に示すように
、２つの異なるC１型（またはC－１位とC－４位の炭素原子の上下を表し、４C１型と表記
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る。
【００１６】
【式３】

【００１７】
カラギーナンは、β－Ｄ－ガラクトースと、α－Ｄ－ガラクトースの六員環構造が、Ｃ１
型とＣ１型で結合およびＣ１型と１Ｃ型で結合したものである。
【００１８】
ガラクトース骨格に存在する硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ）
の立体配座にはエカトリアル配座（equatorial conformation）とアキシアル配座(axial 
conformaton)があり、エカトリアル配座とは硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）、水酸基（
－ＯＨ）が、ガラクトース六員環骨格の同一平面上の水平方向に突き出ていることを言い
、これをエカトリアル（equatorial；“赤道方向の”意）配座と言う。また、アキシアル
配座とはこれらの官能基が、ガラクトース六員環骨格の上下方向に突き出ていることを言
い、これをアキシアル（axial；“軸方向の”意）配座と言う。
【００１９】
カッパ（κ）カラギーナン、イオタ（ι）カラギーナンの水溶液は金属イオンによりゲル
化するが、ラムダ（λ）カラギーナン、ミュー（μ）カラギーナン、ニュー（ν）カラギ
ーナン、クサイ（ξ）カラギーナン、パイ（π）カラギーナン、シータ（θ）カラギーナ
ンはゲル化せず、増粘性を示す。両者の違いはガラクトース骨格に存在する硫酸エステル
基（－ＯＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ）の立体配座に起因する。また、全てのタイ
プのカラギーナンは全ｐH領域で負の電荷を有するので、金属イオンとは静電的相互作用
を示す。
【００２０】
すなわちカッパ（κ）カラギーナン、イオタ（ι）カラギーナン水溶液のゲル化はカラギ
ーナン構造中の硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）と金属イオンとの架橋反応によるもので
ある。代表してカッパ（κ）カラギーナンの構造を式４（國崎直道・佐野征男著：株式会
社幸書房発行「食品多糖類－乳化・増粘・ゲル化の知識」２００１年１１月２５日初版第
１刷：第１０６頁より引用）に示す。式中の左側がβ－Ｄ－ガラクトースユニットで六員
環構造がC１型（４C１型）、官能基の立体配座がエカトリアル配座である。また、右側が
α－Ｄ－ガラクトースユニットで六員環構造が１C型（４C１型）、官能基の立体配座がア
キシアル配座である。カッパ（κ）カラギーナンはβ－Ｄ－ガラクトースユニットおよび
α－Ｄ－ガラクトースユニットがβ－１，４結合、α－１，３結合し、高分子体を構成す
る。
【００２１】
【式４】
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【００２２】
カッパ（κ）カラギーナンでは右側のα－Ｄ－ガラクトースユニットに配座するＣ－２位
の水酸基（－OH基）はアキシアル配座で六員環ガラクトース骨格の上下方向に突き出てい
る。このため分子間の相互作用が強く、カッパ（κ）カラギーナンの高分子鎖は互いに絡
み合うことで安定化し、らせん構造を形成する。したがって、水溶液は金属イオンが存在
するとカッパ（κ）カラギーナンの高分子鎖が会合し、架橋して三次元網目構造の構築に
よりゲル化する。
【００２３】
一方、ラムダ（λ）カラギーナン、ミュー（μ）カラギーナン、ニュー（ν）カラギーナ
ン、クサイ（ξ）カラギーナン、パイ（π）カラギーナンの各ガラクトース骨格の六員環
構造はC１型（４C１型）のみで構成され、官能基の立体配座はエカトリアル配座である。
代表してラムダ（λ）カラギーナンの構造を式５（國崎直道・佐野征男著：株式会社幸書
房発行「食品多糖類－乳化・増粘・ゲル化の知識」２００１年１１月２５日初版第１刷：
第１０３頁より引用）に示す。式中の左側がβ－Ｄ－ガラクトースユニット、右側がα－
Ｄ－ガラクトースユニットでいずれもガラクトース骨格の六員環構造はβ－Ｄ－ガラクト
ースユニット、α－Ｄ－ガラクトースユニットともC１型のみ（４C１型）で、官能基の立
体配座はエカトリアル配座である。ラムダ（λ）カラギーナンのβ－Ｄ－ガラクトースユ
ニットはＣ－２位に硫酸エステル基（－ＯＳＯ３

－）、Ｃ－４位、Ｃ―６位に水酸基（－
ＯＨ）を、α－Ｄ－ガラクトースユニットはＣ－２位、Ｃ－６位に硫酸エステル基、Ｃ－
３位に水酸基を有するが、いずれも立体配座はエカトリアル配座である。すなわち、ガラ
クトース六員環骨格にエカトリアル配座した硫酸エステル基、水酸基は六員環の同一平面
上の水平方向に突き出ており、相互に反発し合い安定化しているため、分子間の相互作用
が弱く、らせん構造は形成しない。よって水溶液は金属イオンとの架橋反応を生じず、ゲ
ル化しないで増粘性を示す。他のミュー（μ）カラギーナン、ニュー（ν）カラギーナン
、クサイ（ξ）カラギーナン、パイ（π）カラギーナンについても同様な理由により、水
溶液は金属イオンによりゲル化しない。
【００２４】
【式５】

【００２５】
次にシータ（θ）カラギーナンの構造を式６（國崎直道・佐野征男著：株式会社幸書房発
行「食品多糖類－乳化・増粘・ゲル化の知識」２００１年１１月２５日初版第１刷：第１
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０３頁より引用）に示す。シータ（θ）カラギーナンは、カッパ（κ）カラギーナン、イ
オタ（ι）カラギーナンと同様に式中の左側が、β－Ｄ－ガラクトースユニットで六員環
構造がC１型（４C１型）、右側が、α－Ｄ－ガラクトースユニットで六員環構造が１C型
（４C１型）であるが、官能基の立体配座はいずれも、エカトリアル配座である。すなわ
ち、シータ（θ）カラギーナンの、β－Ｄ－ガラクトースユニットは、Ｃ－２位に硫酸エ
ステル基、Ｃ－４位、Ｃ―６位に水酸基が、α－Ｄ－ガラクトースユニットは、Ｃ－２位
に硫酸エステル基を有するが、いずれも立体配座はエカトリアル配座である。すなわち、
ガラクトース六員環骨格に、エカトリアル配座した硫酸エステル基、水酸基は六員環の同
一平面上の水平方向に突き出ており、相互に反発し合い安定化しているため、分子間の相
互作用が弱く、らせん構造は形成しない。よって水溶液は金属イオンとの架橋反応を生じ
ず、ゲル化しないで増粘性を示す。
【００２６】
【式６】

【００２７】
カラギーナンは、紅藻類のなかでも特にツノマタ属（例えばChondrus crispus, Chondrus
 ocellatus）、キリンサイ属（例えばGigartina stellata, Gigartina acicularis, Giga
rtina pistillata, Gigartina radula）、スギノリ属（例えばEucheuma spinosum, Euche
uma cottoni）、クロハギンナンソウ属（例えばIridaea）、イバラノリ属（例えば、Hypn
ea musciformis）、サイミ属（例えばAhnfeltia concinna）、オキツノリ属に豊富に含ま
れていることが知られている。
【００２８】
これら海藻中のカラギーナンの種類や含有量は採取地、時期により変動するが、例えばツ
ノマタ属のChondrus crispusでは、カッパ（κ）カラギーナンが１２～３３％、ラムダ（
λ）カラギーナンが７～２１％、他に少量のミュー（μ）カラギーナン、イオタ（ι）カ
ラギーナン、ニュー（ν）カラギーナン、キリンサイ属のGigartina stellataではカッパ
（κ）カラギーナンが１５％前後、ラムダ（λ）カラギーナンが１２％前後、他に少量の
ミュー（μ）カラギーナン、イオタ（ι）カラギーナン、ニュー（ν）カラギーナン、Gi
gartina acicularisではカッパ（κ）カラギーナンが４％前後、ラムダ（λ）カラギーナ
ンが３０％前後、他にミュー（μ）カラギーナン、Gigartina pistillataではカッパ（κ
）カラギーナンが８％前後、ラムダ（λ）カラギーナンが３０％前後、他にミュー（μ）
カラギーナンGigartina radulaではカッパ（κ）カラギーナンが２８％前後、ラムダ（λ
）カラギーナンが８％前後、他にミュー（μ）カラギーナン、スギノリ属のEucheuma spi
nosumでは イオタ（ι）カラギーナンを主とし、少量のニュー（ν）カラギーナン、Euch
euma cottoniではカッパ（κ）カラギーナン、ミュー（μ）カラギーナンを主とすること
が報告されており、天然海藻には種々のタイプのカラギーナンを含み、消石灰系左官材料
の糊として好ましくないゲル化能を有するカラギーナン（カッパ及びイオタ）を含んでい
ることが分かる。
【００２９】
一般的なカラギーナンの製造方法は上記海藻を洗浄した後、熱湯に浸して抽出を行う。こ
のとき抽出効率を高めるためアルカリを添加し、ろ過助剤等の使用によりろ過し、カラギ
ーナン溶液を得る。溶液を濃縮後、アルコールを添加するアルコール沈殿法か、カリウム
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イオンのような金属イオンを添加する加圧脱水法（ゲルプレス法）により、ゲル化した不
溶解分とを分離することでゲル化するカッパ（κ）カラギーナン、イオタ（ι）カラギー
ナンとゲル化しないラムダ（λ）カラギーナン、ミュー（μ）カラギーナン、ニュー（ν
）カラギーナン、クサイ（ξ）カラギーナン、パイ（π）カラギーナンに分離される。食
品用途にはこれを粉末化したものが目的に応じて使用される。シータ（θ）カラギーナン
はラムダ（λ）カラギーナンをアルカリ処理等して得られる。
【００３０】
食品用途には特に食用糊の原料として重要であり、煮こごりやスープなどの料理用として
、またハム、ソーセージ、アイスクリーム、プリン、ヨーグルト、マーガリン、ジャム、
缶詰などの食品工業用乳化剤・安定化剤として極めて広い用途を有しており、その歴史も
長い。
【００３１】
本発明で使用される、カラギーナンとしては金属イオンによりゲル化しないラムダ（λ）
カラギーナン、ミュー（μ）カラギーナン、ニュー（ν）カラギーナン、クサイ（ξ）カ
ラギーナン、パイ（π）カラギーナン、シータ（θ）カラギーナンが選ばれ、前述の一般
的な製造方法によって得られるものを使用すればよく、食品用あるいは工業用であること
を問わない。また、ラムダ（λ）カラギーナン、ミュー（μ）カラギーナン、ニュー（ν
）カラギーナン、クサイ（ξ）カラギーナン、パイ（π）カラギーナン、シータ（θ）カ
ラギーナンの単独または２種以上混合したものを使用しても同様な効果をもたらす。なか
でもラムダ（λ）カラギーナンは量的に多く存在し、商業上の取引も盛んであることから
、これを使用することが好ましい。
【００３２】
本発明で使用される消石灰系としては水酸化カルシウムを主成分とする消石灰と水酸化カ
ルシウムと水酸化マグネシウムからなるドロマイトプラスターが挙げられる。
【００３３】
ドロマイトプラスターは、日本工業規格（ＪＩＳ）Ａ ６９０３に規定されるものである
。即ち、ドロマイトを焼成して酸化カルシウムと酸化マグネシウムにした後、水酸化カル
シウムと水酸化マグネシウムとなるまで十分に消化したものをボールミルその他で粉砕し
て、エアセパレータなどで分級したものである。
【００３４】
消石灰系化合物は（ＪＩＳ）Ａ　６９０２　左官用消石灰、（ＪＩＳ）Ａ　６９０３　ド
ロマイトプラスターが望ましいが、工業用消石灰、軽焼ドロマイト水和物（主成分；水酸
化カルシウム、水酸化マグネシウム）でも使用できる。
【００３５】
本発明の消石灰系塗材組成物には必要に応じて公知の水硬性組成物を添加してもよい。該
水硬性組成物としては石膏、普通ポルトランドセメント、早強ポルトランドセメント、ア
ルミナセメント、高炉セメント、フライアッシュセメント、着色セメントなどが挙げられ
る。
【００３６】
また、左官用混和剤としてメチルセロースやエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセル
ロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシエチルメチルセルロース、ヒドロキシ
プロピルメチルセルロース等のセルロース誘導体、ポリビニルアルコール、ポリアクリル
アミドなどの水溶性高分子化合物やアクリル系高分子エマルジョン、酢酸ビニル高分子エ
マルジョン、エチレン－酢酸ビニル系高分子エマルジョン、ＳＢＲ系高分子エマルジョン
、エポキシ樹脂エマルジョンなどを添加してもよい。また、骨材として、川砂、山砂、珪
砂、寒水砂、軽量骨材等や植物繊維（麻すさ、ジュートすさ、マニラ麻、和紙、しゅろ、
木材パルプ、ケナフ）や無機繊維（石綿、岩石綿、ガラス繊維など）および有機繊維（ポ
リアミド繊維、ポリエステル繊維、ポリプロピレン繊維、ビニロン繊維、炭素繊維など）
等を配合しても差し支えない。
【００３７】
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本発明で使用されるカラギーナンの添加量は左官材料に所望の物性を付与するに十分な量
を定めればよいが、一般的には消石灰系１００重量部に対し、０．１重量部～５．０重量
部の範囲で用いられる。使用量が０．１重量部未満の場合、消石灰系ペーストの保水性に
不足が生じたり、作業性の改善が見込まれない場合がある。また使用量が５．０ 重量部
を超えて使用した場合、付着強度が低下したり、混水量の増加による乾燥収縮が著しいも
のになり、硬化体に収縮亀裂を発するので好ましくない。
【００３８】
消石灰系と本発明で使用されるカラギーナンを混合させる装置は、両者を均一に混合撹拌
できる装置であれば良く、装置の種類を問わず利用できる。
【００３９】
本発明の塗材組成物は使用に際して水を加えてよく混練し、作業に適したペースト状にし
て施工する。また、本発明の塗材組成物は水酸化カルシウム、水酸化マグネシウム由来の
アルカリ下で安定なペースト状を長期間保持できるので、予め水を加えて練った消石灰系
ペーストの水分が蒸発しないように缶、ポリ容器等に密封しておけば、開封後、そのまま
施工できる。いずれもの場合も、施工法は問わず、例えば鏝塗り、吹き付け、ローラー工
法等が採用される。
【００４０】
【発明の実施の形態】
以下、実施例により本発明の製造方法の具体例及びその効果を説明するが、本発明は下記
の実施例に限定されるものではない。なお、実施例で使用した消石灰は（ＪＩＳ）Ａ　６
９０２に合格する左官用消石灰、ドロマイトプラスターは（ＪＩＳ）Ａ　６９０３に合格
するドロマイトプラスターである。カラギーナンは六員環ガラクトース骨格に硫酸エステ
ル基（－ＯＳＯ３

－）ならびに水酸基（－ＯＨ）が、エカトリアル配座したカラギーナン
の中から、代表してラムダ（λ）カラギーナンを選定した。また、消石灰系ペーストは（
ＪＩＳ）Ｒ　５２０１に規定するビカー針装置を用いて一定の標準軟度に調整したものを
使用し、標準軟度の加水量を標準混水量（％）とした。
【００４１】
【実施例１】
左官用消石灰１００重量部、ラムダ（λ）カラギーナン（新田ゼラチン株式会社製、商品
名；ニッタカラギーナン　L－１）１．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）
４重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は８８．１％であった。
ペーストは無臭、純白であった。下地に対する付着強度についてはコンクリート板に接着
増強材としてエチレン－酢酸ビニル系共重合樹脂エマルジョン（村樫石灰工業株式会社製
、商品名；フジプライマー、固形分；４５％）の３倍清水希釈液を刷毛で塗布後、十分に
乾燥させてからこのペーストを２ｍｍ厚に塗った。室内で静置、養生を行い２８日目に建
研式接着力試験機を用いて接着力試験（付着力試験）を行った。測定に際し、表面に速乾
性エポキシ樹脂で金具（接着面積；４０ｍｍ×４０ｍｍ）を接着し、電動カッターで金具
四辺に切りこみを入れ、試験に供した。作業性については鏝塗りによる官能試験で評価し
た（作業性評価基準；◎：優れている　○：良い　△：普通　×：劣る）。耐水性試験に
ついてはモルタル供試体（１００ｍｍ×１００ｍｍ×１０ｍｍ）に上記の接着増強材を塗
布後、十分に乾燥させてからペーストを２ｍｍ厚に塗った。一週間養生後、一夜（１６時
間）水浸した後、取り出して直射日光に８時間さらし、再び水浸を繰り返した。耐水性試
験結果は表面に変化が認められるまでの日数で示す。結果を表１に示す。
【００４２】
【実施例２】
左官用消石灰１００重量部、ラムダ（λ）カラギーナン（新田ゼラチン株式会社製、商品
名；ニッタカラギーナン　L－１）２．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）
４重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は９３．１％であった。
ペーストは無臭、純白であった。付着強度、作業性、耐水性についての試験を実施例１と
同様に行った。結果を表１に示す。
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【００４３】
【実施例３】
左官用消石灰１００重量部、ラムダ（λ）カラギーナン（新田ゼラチン株式会社製、商品
名；ニッタカラギーナン　L－１）４．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）
４重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は９７．８％であった。
ペーストは無臭、純白であった。付着強度、作業性、耐水性についての試験を実施例１と
同様に行った。結果を表１に示す。
【００４４】
【実施例４】
実施例３で調製したペーストの一部を缶に密封し、室温で１カ月経過後開缶し、付着強度
、作業性についての試験を実施例１と同様に行った。結果を表１に示す。
【００４５】
【実施例５】
ドロマイトプラスター１００重量部、ラムダ（λ）カラギーナン（新田ゼラチン株式会社
製、商品名；ニッタカラギーナン　L－１）１．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式
会社製）５重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は７３．７％で
あった。ペーストは無臭、純白であった。付着強度、作業性についての試験を実施例１と
同様に行った。結果を表１に示す。
【００４６】
【実施例６】
ドロマイトプラスター１００重量部、ラムダ（λ）カラギーナン（新田ゼラチン株式会社
製、商品名；ニッタカラギーナン　L－１）２．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式
会社製）５重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は８４．０％で
あった。ペーストは無臭、純白であった。付着強度、作業性についての試験を実施例１と
同様に行った。結果を表１に示す。
【００４７】
【実施例７】
ドロマイトプラスター１００重量部、ラムダ（λ）カラギーナン（新田ゼラチン株式会社
製、商品名；ニッタカラギーナン　L－１）４．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式
会社製）５重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は１００．０％
であった。ペーストは無臭、純白であった。付着強度、作業性についての試験を実施例１
と同様に行った。結果を表１に示す。
【００４８】
【比較例１】
比較例１では金属イオンによりゲル化する、カラギーナンのうち、代表してカッパ（κ）
カラギーナンを選定して行った。すなわち、左官用消石灰１００重量部、カッパ（κ）カ
ラギーナン（ＭＲＣポリサッカライド株式会社製、商品名；ＭＷ　３５１）１．０重量部
、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）４重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得
た。標準混水量は９１．４％であった。ペーストは無臭、純白であったが、塗布後まもな
く表面にクラックが認められた。養生後の付着強度は、ラムダ（λ）カラギーナンを使用
した場合（実施例１）と比べ著しく低かった。付着強度、作業性についての試験を実施例
１と同様に行った。結果を表１に示す。
【００４９】
【比較例２】
比較例１と同様に使用したカラギーナンはカッパ（κ）カラギーナンである。すなわち、
左官用消石灰１００重量部、カッパ（κ）カラギーナン（ＭＲＣポリサッカライド株式会
社製、商品名；ＭＷ　３５１）２．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）４重
量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は９５．８％であった。ペー
ストは無臭、純白であったが、塗布後まもなく表面にクラックが認められた。養生後の付
着強度はラムダ（λ）カラギーナンを使用した場合（実施例２）と比べ著しく低かった。
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付着強度、作業性についての試験を実施例１と同様に行った。結果を表１に示す。
【００５０】
【比較例３】
比較例１と同様に使用したカラギーナンはカッパ（κ）カラギーナンである。すなわち、
左官用消石灰１００重量部、カッパ（κ）カラギーナン（ＭＲＣポリサッカライド株式会
社製、商品名；ＭＷ　３５１）４．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）４重
量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は１０６．０％であった。ペ
ーストは無臭、純白であったが、塗布後まもなく表面にクラックが認められた。養生後の
付着強度はラムダ（λ）カラギーナンを使用した場合（実施例３）と比べ著しく低かった
。付着強度、作業性について実施例１と同様に行った。結果を表１に示す。
【００５１】
【比較例４】
左官用消石灰１００重量部、粉つのまた２．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社
製）４重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は９４．１％であっ
た。ペーストはつのまた特有の匂いがし、黄色系の呈色が認められた。養生後の付着強度
は、ラムダ（λ）カラギーナンを使用した場合（実施例２）と比べ著しく低かった。付着
強度、作業性、耐水性についての試験を実施例１と同様に行った。結果を表１に示す。
【００５２】
【比較例５】
左官用消石灰１００重量部、乾燥つのまた６４０ｇを１０Ｌの水に投入し煮沸して溶解後
、不溶解分を除去したつのまた液（固形分約６．０％）３３重量部、ジュートすさ（松崎
建材株式会社製）４重量部を均一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は８６
．１％であった。ペーストはつのまた特有の匂いがし、黄色系の呈色が認められた。養生
後の付着強度は、同量のラムダ（λ）カラギーナンを使用した場合（実施例２）と比べ著
しく低かった。付着強度、作業性、耐水性について実施例１と同様に行った。結果を表１
に示す。
【００５３】
【比較例６】
左官用消石灰１００重量部、メチルセルロース（信越化学株式会社製、商品名；９０SH－
４０００）０．５重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）４重量部を均一混合し、
水で練ったペーストを得た。標準混水量は９２．０％であった。作業性は鏝離れ性が悪く
、一定の厚さに平滑に塗布することが困難であった。養生後の付着強度は著しく低かった
。耐水性においては６日経過後、供試体に亀裂が発生し、一部下地界面との剥離が認めら
れた。付着強度、作業性、耐水性についての試験を実施例１と同様に行った。結果を表１
に示す。
【００５４】
【比較例７】
左官用消石灰１００重量部、メチルセルロース（信越化学株式会社製、商品名；９０ＳＨ
－４０００）１．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）４重量部を均一混合し
、水で練ったペーストを得た。標準混水量は９４．１％であった。作業性は鏝離れ性が悪
く、一定の厚さに平滑に塗布することが困難であった。養生後の付着強度は、ラムダ（λ
）カラギーナンを使用した場合（実施例１）と比べ著しく低かった。付着強度、作業性に
ついての試験を実施例１と同様に行った。結果を表１に示す。
【００５５】
【比較例８】
左官用消石灰１００重量部、メチルセルロース（信越化学株式会社製、商品名；９０SH－
４０００）２．０重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）４重量部を均一混合し、
水で練ったペーストを得た。標準混水量は９８．０％であった。作業性は鏝離れ性が悪く
、一定の厚さに平滑に塗布することが困難であった。養生後の付着強度は、ラムダ（λ）
カラギーナンを使用した場合（実施例２）と比べ著しく低かった。付着強度、作業性につ
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いての試験を実施例１と同様に行った。結果を表１に示す。
【００５６】
【比較例９】
左官用消石灰１００重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）４重量部を均一混合し
、水で練ったペーストを得た。標準混水量は８３．３％であった。養生後の付着強度は著
しく低く、測定できなかった。
【００５７】
【比較例１０】
ドロマイトプラスター１００重量部、ジュートすさ（松崎建材株式会社製）４重量部を均
一混合し、水で練ったペーストを得た。標準混水量は７０．０％であった。養生後の付着
強度は著しく低かった。
【００５８】
【表１】
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【００５９】
表１に示したように本発明の消石灰系塗材組成物は作業性に優れ、硬化後の強度発現、下
地との接着性、耐水性も良好であり、消石灰系塗材として優れたものである。また、本発
明の消石灰系塗材は使用に際し、水を加えて練って施工してもよく、予め水を加えて練り
置きしたものを施工してもよい。さらに食用として利用されている糊を使用しているので
、安全性は極めて高い。一方、金属イオンによりゲル化する性質を持つカッパ（κ）カラ
ギーナンを使用した場合（比較例１、比較例２および比較例３）は塗布後まもなく表面に
クラックが生じ、養生後の付着強度も著しく低かった。粉つのまた、乾燥つのまたを煮沸
溶解したつのまた液を使用した場合（比較例４および比較例５）は耐水性、作業性に問題
はなかったが、強度増進に乏しく、つのまた特有の匂いがし、作業する上で問題であるこ
とならびに黄色系の呈色が認められた。メチルセルロースを使用した場合（比較例６およ
び比較例７および比較例８）は匂いは感じられなかったが、耐水性試験において供試体表
面に亀裂、一部下地界面との剥離が認められた。作業性については鏝伸び性に優れるもの
の、粘着性が強すぎるため、鏝離れ性が悪くなり、一定の厚さに平滑に塗布することが困
難であった。糊材を添加しない場合（比較例９および比較例１０）はいずれも付着強度が
低かった。実施例では金属イオンによりゲル化しない、カラギーナンの中から、代表して
ラムダ（λ）カラギーナンを選定し実施したが請求項記載の他のタイプのカラギーナンで
あっても同様な結果を得た。
【００６０】
【発明の効果】
本発明で使用するカラギーナンは水溶性天然多糖類であるため、消石灰系と混ぜ、水で混
練する際も速やかに溶解し、保水性にも優れるので壁等に塗っても下地に吸水されにくく
、作業性が向上する特徴を有する。また、粉末状であるため消石灰系との既調合品とする
ことができるので一定の品質を保つことができ、使用に際し水を加え、混練するだけでよ
いので利便性に優れ、多くの面で効率化を図ることができる。さらに保存性に優れ、ペー
ストを練り置きすることも可能で、天然海藻を使用したときのような特有な臭気や呈色も
ないので消石灰系塗材組成物として使用することで白色度が増し、好適である。カラギー
ナンは食品用途に利用されてきた長い経緯があり、安全性が高いことは言うまでもない。
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